
テラヘルツ集光ビーム照射時に発生する金属メッシュデバイスのDip構造 

Dip structure of metal mesh devices under the focused incident terahertz beam 
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金属メッシュデバイス(Metal Mesh Device: MMD)は金属薄板に周期的な開口を持つ光学素子であり，古く

からバンドパスフィルターとして用いられてきた．近年，斜入射時の異常透過領域内に見られる Dip構造は

MMD の表面状態に非常に敏感であることが明らかとなり，バイオセンシングなどへの応用が期待されてい

る[1, 2]．我々のこれまでの研究では，Dip構造は MMD の周期構造による SPP(-1,0)モードと開口部に局在す

る四重極子型共鳴モードの２つの影響を大きく受けることがわかった[3, 4]．一方垂直入射時においても，入

射光を集光させた際に Dip構造が発生することが報告されている[1]．これは集光することで入射波が斜め成

分を持つことが要因と予想されているが，その詳細は不明である．そこで本研究では，テラヘルツ波集光ビ

ームを正方開口型 MMD に照射したときに発生する Dip 構造のメカニズムについて調査した． 

実験は Fig. 1 のように軸外し放物面鏡で集光させ，テラヘルツ時間領域分光法を用いて MMD の透過率を

測定した．MMD は開口長 182 m，開口周期 260 m，厚さ

30 mの正方開口型のものを用意し，x軸に平行な直線偏光

である THz 波を入射した．Fig. 2 は MMDを焦点（z = 0）に

挿入したときと，入射波の進行方向に対して前後 5 mmの位

置に挿入したときの透過率である．図より，波面の曲率半径

の大きい焦点付近でも Dip 構造の発生が確認できる．また

Dip 発生周波数波は 0.92 THz 付近に位置しており，破線で示

している平行ビームで斜入射時(3°)の Dip 発生周波数よりも

低周波側で発生することがわかる．これはテラヘルツ波を集

光することで照射される開口の数が減り，MMD の周期構造

に起因する SPP(-1,0)モードの影響の低下が要因であること

が予想される．発表ではシミュレーション結果とともに，Dip

構造の発生要因である 2つの共鳴モードが，集光することで

どのように影響が変わるのかについて考察した結果を報告

する予定である． 
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Fig. 2. Dip structure in transmittance of 

MMDs at different z position. 

The dash line shows dip 

frequency at 

obliquely-illuminated collimated 
beam, and the dotted line shows 

SPP(-1,0) resonance frequency. 
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Fig. 1. Terahertz-time domain spectroscopy 

experimental setup with a MMD in 
focused beam. 

第77回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2016 朱鷺メッセ (新潟県新潟市))14a-B2-10 

© 2016年 応用物理学会 03-056


